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一
、
引
目
役
人
の
事 

家
老 

旧
臣 

矢
取 

介
添
も
二
親
持
た
る
家
之
子 

伝
に
曰
く
、
古
法
は
則
如
本
来
当
代
は
大
方
射
手
の
役
と
し
て
取
行
わ
し
む
る
事
な
り
。
さ
り
な
が
ら
家

に
よ
り
古
法
の
如
く
好
め
ば
射
手
は
介
添
と
成
り
て
射
法
の
式
を
授
く
。
射
手
蟇
目
を
相
勤
る
時
、
矢
取

介
添
二
親
有
る
人
を
選
む
べ
き
也 

 

一
、
装
束
の
事 
射
手
は
烏
帽
子･

直
垂 

或
は
素
襖
。
矢
取･

介
添
同
様 

伝
に
曰
く
、
或
は
長
上
下
た
る
べ
し
。
烏
帽
子 

素
襖
を
着
る
は
至
て
上
品
の
仕
方
也
。 

大
方
は
長
上
下
た
る
べ
し
。
略
儀
に
は
半
上
下
に
て
も
勤
る
。
も
っ
と
も
大
略
儀
也
。 

或
は
伝
に
曰
く
、
介
添
二
人
熨
斗
目
上
下
に
て
相
従
ふ
。
弓
矢
の
請
取
渡
し 

幷
に
矢
取
等
皆
介
添
の
役

な
り
。
酌
取
加
へ
何
れ
も
装
束 

介
添
と
同
前
。
是
も
両
親
有
者
を
撰
む
。
同 

打
躬
・
腹
煎
出
す
給
仕
人

も
装
束
。
酌
取
同
前
。 

 

又
曰
く
、
産
屋
鳴
弦
の
節
烏
帽
子
に
掛
緒
の
事 

左
は
陽 
右
は
陰
な
り
。
皆
陰
陽
に
表
す
。 

是
貴
人
の
御
産
の
時
な
り
。
今
は
貴
人
の
蟇
目
に
も
長
上
下
に
て
相
勤
る
故
、
用
ゆ
る
事
な
し
、 



一
、
黒
札
認
様
之
事 

  
 

右
は
中
の
節
の
通
り
四
つ
に
折
る
也
。
其
の
上
を
切
に
て
又
包
む
也
。
上
品
の
仕
方
は
大
和
錦
也
。
人
の
性
に
よ
り

て
青
黄
赤
白
黒
の
五
色
の
中
其
の
人
の
性
に
依
て
包
事
あ
る
と
雖
ど
も
た
だ
何
と
な
く
白
き
絹
の
切
れ
の
新
き
に
て

包
て
よ
し
。

こ
の
字
の
形
の
見
へ
ぬ
よ
う
に
か
き
、
其
の
上
を
何
に
寄
ら
ず
引
目
を
行
ふ
願
望
に
て
書
消
し
、
其
の
上
を
紙
を
丸
く
切
り
べ
っ
た
り
と
粘
に
て
張
る
な
り
。

武
運
長
久
と
幾
度
も
黒
く
成
る
程
書
く
と
も
あ
り
。 



又
其
上
を
左
の
如
く
奉
書
に
て
包
む
な
り
。
又
其
上
を
美
濃
髪
一
枚
に
て
状
杯
封
る
如
く
封
し 

の
り
付
け
。 

  
 

○
八
幡
棚
に
一
枚
こ
の
分
に
は
上
封
な
し
水
引
に
て
く
く
り
候
侭 

外
に
産
屋
（
引
目
の
場
所
を
云
）
産
婦
屋
（
出
産
の
間
を
云
）
西
所
共
四
方
の
注
連
に
も
狭
む
な
り
。
も
っ
と
も
数
は

偶
に
な
ら
さ
る
様
に
ぞ
二
つ
宛
於
て
挟
む
べ
し
。
但
し 

し
で
二
つ
置
に
黒
札
一
枚
づ
つ
く
く
り
付
る
な
り
。 



又
一
方
に
左
の
図
の
如
く
の
小
形
あ
り
。
其
図
あ
ら
ま
し
左
に
写
す
。 

  
 



一
、
又
左
の
図
あ
り 

 
 



  
 

又
一
法
に 



私
に
曰
く
、
右
品
々
有
之
と
い
え
ど
も 

こ
の
内
見
計
ら
ひ
封
て
可
な
る
べ
し
。 

 

一
、
右
封
す
る
事 

心
気
正
し
く
し
て
八
幡
と
甲
弓
山
鬼
明
王
と
を
唱
へ
、
心
気
強
く
思
を
籠
め
て
封
す
る
也 

右
の
札
に
封
之
と
書
は
人
の
身
に
格
る
障
礎
を
吾
正
し
き
を
以
て
加
持
し
取
る
心
な
り
。
封
之
と
書
く
所

に
至
り
て
は
彌

い
よ
い
よ

心
を
正
し
く
強
く
し
て
書
く
へ
し
。
封
る
時
は
も
っ
と
も
潔
齋
な
り
。 

 

私
に
曰
く
、
兼
ね
て
引
目
仰
を
蒙
り
候
へ
は
封
し
置
き
、
臨
月
に
相
成
り
候
へ
は
御
近
習
目
附
へ
出
す

な
り
。
其
の
節 

両
所
え
注
連
縄
を
張
る
（
産
所
屋
、
産
婦
屋
）
両
所
也
。 

 

○
文
字
の
は
っ
き
り
と
見
へ
ぬ
様
に
書
た
る
を
願
望
を
以
て
黒
く
書
き
、
其
の
上
を
紙
を
丸
く
切
り
、
粘
に

て
ぺ
っ
た
り
と
張
る
は
、
邪
気
障
礎
は
疑
ふ
心
有
り
て
は
入
ぬ
者 

な
れ
ば
、
字
性
の
知
れ
ざ
る
よ
う
に

こ
の
如
す
る
也
。
譬
へ
ば
疫
癘
な
と
流
行
候
。
時
門
な
と
に
手
形
を
押
す
事
あ
り
。
是
を
も
左
右
手
を
入

違
て
押
也
。
邪
気
に
疑
を
付
て
邪
気
を
去
る
な
り
。
黒
札
も
こ
の
心
な
り
。 

 



的
山
之
事 

○
米
三
俵
口
を
射
場
の
方
へ
な
し
、
檜
木
杭
三
本
（
各
長
さ
三
尺
二
寸
な
り
）
俵
の
後
ろ
口
よ
り
五
六
寸
置

く
。
杭
を
立
て
階
子
を
持
た
せ
、
疊
の
裏
を
表
に
為
し
横
た
へ
置
き
し
、
階
子
の
長
さ
九
尺
或
は
七
尺
五

寸
十
二
子
九
桁
に
作
る
べ
し
。 


 

伝
に
曰
く
、
書
面
之
通
り
階
子
を
横
た
へ
杭
に
疊
を
横
た
へ
て
持
た
す
る
な
り
。
矢
中
り
の
疊
差
餘

し
の
縁
を
ば
階
子
に
留
る
也
。
留
め
様 

雄
結
の
伝
あ
り
。
女
結
び
は
縦
、
男
結
び
は
本
結
び
な
り
。

是
陰
陽
之
心
也
。
疊
縁
の
差
余
し
長
さ
一
尺
二
寸
也
。 


 

伝
に
曰
く
、
右
的
山
の
階
子
の
端
の
方
に
産
婦
の
小
袖
を
掛
け
置
き
引
目
鳴
弦
共
に
行
い
、
其
の
後

其
の
小
袖
を
産
婦
に
着
す
。
是
故
実
に
し
て
必
竟
加
持
之
心
な
り
。
小
袖
掛
様
襟
を
前
に
し
て
掛
く

る
也
。 

 

○
疊
は
白
縁
但
し
前
後
を
留
め
ず
一
尺
二
寸
ば
か
り
刺
し
残
す
べ
し
縁
に
靍
亀
松
竹
を
白
く
書
く
べ
し
又

矢
落
ち
の
疊
常
の
如
し
是
も
白
縁
に
白
絵
也 


 

伝
に
曰
く
、
産
所
鳴
弦
に
産
所
の
中
産
所
の
敷
疊
を
取
て
、
矢
当
に
し
て
行
ふ
事
も
あ
り
。
至
て
略

儀
な
り
。 



 

的
之
事 

○
的
は
疊
紙
之
切
目
を
前
に
な
し
（
前
と
は
下
の
方
な
る
べ
し
）
其
上
に
未
広
を
重
ね
竹
串
に
て
疊
に
と
ぢ

附
べ
し 


 

伝
に
曰
く
、
疊
紙
の
上
に
扇
子
を
三
間
披
（
開
）
き
、
竹
串
を
以
て
横
に
疊
と
ぢ
附
る
な
り
。
末
広
の

扇
子
は
今
時
一
束
一
本
な
ど
に
用
ゆ
る
末
広
に
は
あ
ら
ず
。
装
束
の
時
持
つ
末
広
な
り
。
略
儀
に
は

常
の
扇
を
用
ゆ
べ
し
。 

（
伊
丹
氏
の
記
に
、
的
に
は
疊
紙
の
切
目
を
前
へ
下
へ
し
て
立
る
也
。
末
広
が
り
の
扇
を
三
間
開
き
て
骨
の

間
に
挟
て
立
る
な
り
。
竹
の
串
に
て
要
の
骨
を
疊
へ
閉
ち
付
く
様
立
つ
べ
し
。
何
れ
も
口
伝
） 

 


 

伝
に
曰
く
、
的
の
骨
に
竹
串
に
て
疊
に
横
に
と
ぢ
附
け
、
其
の
串
の
は
づ
れ
を
疊
に
差
込
み
、
要

め
の
方
を
疊
の
手
掛
り
、
之
緒
に
差
込
む
な
り
。
是
に
て
扇
子
の
動
く
気
遣
い
な
し
。 

（
又
曰
く
、
的
に
は
云
々
紙
は
中
高
小
高
を
よ
し
と
す
。
紙
数
に
は
五
枚
か
七
枚
な
り
。
又
奉
書
な
ど
用
ゆ

る
と
き
は
十
二
枚
も
用
ゆ
る
也
。
又
杦
（
杉
）
原
七
枚
も
用
ゆ
る
な
り
。
疊
紙
寸
法
四
寸
四
方
を
用
ゆ
と
雖
と

も
中
高
小
高
を
用
ゆ
る
と
き
は
上
寸
よ
り
広
き
故
其
の
紙
の
広
さ
の
侭
用
ゆ
る
が
よ
ろ
し
。
切
目
の
方
は
巨

口
を
揃
へ
た
る
が
宜
し
き
也
） 

 




 

伝
に
曰
く
、
右
的
に
立
つ
る
扇
子
を
横
に
す
る
も
の
あ
り
。
是
故
実
者
な
ど
の
能
云 

事
故
に
覚
悟

の
爲
に
記
す
な
り
。
当
流
に
は
用
い
ず
。
然
れ
ど
も
其
の
主
人
な
ど
の
好
み
な
れ
ば
格
別
也
。 

（
又
曰
く
、
末
広
が
り
の
云
々
疊
紙
扇
共
に
串
に
て
と
ぢ
付
る
也
。
疊
紙
の
下
に
扇
を
三
間
開
き
重
ね
立
て
竹

串
に
て
横
に
扇
の
骨
へ
閉
付
へ
し
。
又
は
扇
を
疊
の
取
手
へ
要
の
方
を
差
込
み
、
疊
紙
を
扇
と
疊
の
間
に
入
て

其
の
上
を
竹
串
に
て
骨
を
ま
た
げ
て
疊
に
閉
ち
付
る
な
り
） 

 
 

伝
に
曰
く
、
北
矢
落
を
忌
む
べ
し
。
お
よ
そ
北
落
は
北
の
字
二
グ
ル
又
ソ
ム
ク
と
読
む
故
に
北
矢

落
を
忌
む
と
い
へ
り
。
然
れ
ど
も
其
儀
に
て
は
な
し 

天
子
御
即
位
の
時
北
に
御
座
し
ま
し
て
南
に

向
は
せ
給
ふ 

故
天
子
は
南
面
と
云
な
り
。
丈
故
天
子
に
弓
を
引
ま
じ
き
と
て
北
矢
落
を
忌
む
な
り
。 

 
 

伝
に
曰
く
、
引
目 

鳴
弦
と
も
修
す
る
時
、
か
り
に
も
産
所
を
矢
先
と
後
ろ
と
に
せ
ぬ
よ
う
に
我
前

に
有
様
に
心
得
べ
し
。
是
を
産
所
抱
へ
と
云
也
。 


 

又
曰
く
、
疊
の
裏
を
射
向
は
め
台
に
立
掛
る
な
り
。
疊
の
裏
の
取
手
の
糸
は
常
の
取
手
の
糸
よ
り
も
狭
く
付

た
る
べ
し
。
大
方
三
寸
ば
か
り
を
能
と
す
。
こ
の
取
手
の
中
に
扇
の
要
を
差
込
む
な
り
。 


 

又
曰
く
、
疊
縁
云
々
縁
は
練
結
を
用
ゆ
。
縁
三
所
に
銀
粉
に
て
靍
亀
松
竹
を
絵
か
き
、
縁
の
両
端
を
少
し
差

残
し
置
也
。
但
し
白
布
に
て
も
宜
し
い
。
も
っ
と
も
縁
は
両
面
に
差
へ
し
。
常
に
用
ゆ
る
疊
よ
り
念
を
入
て

繁
く
綴
て
用
ゆ
る
な
り
。 

 



的
間
之
事 

○
的
之
間
数
七
杖
也
。
但
し
是
定
法
な
り
。
然
れ
ど
も
座
敷
狭
き
時
は
五
杖
に
も
三
杖
に
も
め
射
る
也
。
但

し
七
杖
弓
に
て
打
真
似
を
致
す
べ
し
。 


 

伝
に
曰
く
、
射
場
広
さ
横
三
間
縦
九
間
略
し
て
有
合
の
間
を
用
ゆ
。
或
は
所
無
の
時
は
二
間
半
に
五

間
也
夫
よ
り
狭
く
て
は
事
行
い
難
き
也
。（
伊
丹
氏
の
記
に
曰
く
、
堋
の
遠
さ
弓
杖
七
杖
也
。
或
は
三
杖
又

は
一
杖
半
に
も
致
す
又
は
七
杖
半
に
も
致
す
な
り
） 


 

或
伝
に
曰
く
、
産
屋
の
疊
之
数
は
七
十
二
疊
但
し
九
間
に
四
間
な
り
。 


 

伝
に
曰
く
、
産
屋
の
疊
以
上
七
十
二
疊
な
り
。
右
の
内
に
月
の
数
十
二
疊
白
縁
に
す
る
事
あ
り
。
閏

月
有
れ
は
十
三
疊
な
り
。
又
下
に
疊
の
有
上
に
右
十
二
疊
の
疊
を
上
疊
に
敷
く
事
も
あ
り
。
是
は
引

目
を
射
る
所
な
り
。
真
の
結
構
な
る
仕
方
な
り
。
又
産
屋
産
婦
屋
共
に
白
絵
の
屏
風
を
立
る
事
あ
り
。

是
も
真
之
仕
方
結
構
の
規
式
な
り
。
高
位
貴
人
の
御
産
の
時
用
て
可
也
。 

 
 

伝
に
曰
く
、
産
婦
屋
の
疊
の
数
は
五
十
二
疊
な
り
。
的
間
数
の
事 

矢
落
よ
り
射
手
菰
の
射
る
場
所

ま
で
七
杖
な
り
。
然
れ
ど
も
七
杖
半
退
け
て
的
を
立
つ
べ
し
。
射
菰
之
射
所
よ
り
は
五
杖
半
程
也 

（
伊
丹
氏
の
記
に
曰
く
、
堋
の
遠
さ
云
々
遠
さ
は
七
杖
也
。
堋
の
台
木
は
檜
木
高
さ
四
尺
五
寸
又
は
五
尺
。
横



は
六
尺
に
ぞ
貫
を
ぬ
く
べ
し
。
そ
れ
に
疊
を
立
か
け
る
也
。
両
縁
差
残
し
た
る
を
以
て
縦
木
に
結
び
付
縦
む
る

な
り
。
又
精
米
三
俵
三
所
に
立
て
、
そ
れ
に
杭
を
三
本
か
一
本
立
て 

階
子
を
横
た
へ 

杭
に
結
び
、
そ
れ
に
疊

を
立
か
け
る
也
） 

 
私
に
曰
く
、
こ
の
間
数
算
用
合
わ
ず
。
追
て
考
え
べ
し
。 

 

私
に
曰
く
、
張
弓
一
杖
八
尺
一
寸
（
但
し
一
間
と
八
寸
ば
か
り
也
）
弛
し
弓
一
杖
七
尺
九
寸
（
但
し
一
間
と

六
寸
也
先
張
弛
し
二
寸
違
程
な
り
）
。
然
れ
ば
張
弓
七
杖
は
七
間
と
五
尺
六
寸
な
り
。
但
し
一
間
七
尺
三
寸

の
積
り
。 

 □
引
目
役
人
座
席
之
事 
矢
取
之
坐
よ
り
下
り
て
弓
懸
あ
り
。
も
っ
と
も
的
の
方
上
座
也
。
総
て
人

数
は
奇
数
に
す
べ
し
。
偶
数
に
す
べ
か
ら
ず
略
に
す
と
も
其
の
心
得
あ
る
べ
し
。 

 

介
添 

提
子 

銚
子 

同 

甁
子 
通
り
役 

 
 



□
引
渡
之
事 

 
 



□
各
高
盛
塩
は
、
壺
塩
・
生
姜
は
細
く
き
ざ
み
も
る
也
。
著
土
器
は
幸
五
噐
。
俗
に
云
耳
五
噐
也
。 

 

○
同
引
渡
之
図 

 
 

私
に
曰
く
、
こ
の
時
の
引
渡
は
木
具
に
も
す
る
也
。
と
有
れ
ば
三
方 

或
は
木
具
二
様
有
か
。
又
図
に
は

打
躬
、
腹
煎
と
も
土
器
一
つ
宛
な
れ
ど
も
、
脇
に
生
姜
塩
と
あ
れ
ば
本
書
の
如
く
土
器
は
三
つ
宛
な
る

べ
し
。
左
す
れ
ば
打
躬
に
は
塩
左
、
腹
煎
に
は
塩
右
に
す
べ
し
。 



○
同
略
式
之
時
の
図 

       

打
躬
之
事 

○
伝
に
曰
く
、
打
躬
と
は
鯉
の
下
重
ね
の
事
也
。
下
か
さ
ね
と
は
廉
骨
を
も
ひ
と
つ
に 

長
み
い
ろ
に
形
色
々

に
切
り
、
胡
麻
を
ま
ぶ
し 

子
を
ま
ぶ
し 

生
に
て
土
器
に
盛
る
。
右
板
左
板
左
右
と
も
細
く
切
て
立
て
、

そ
れ
に
金
銀
の
露
を
置
な
り
。
但
し
酢
な
と
も
掛
け
ざ
る
也
。
土
器
に
盛
る
右
板
と
は
右
の
鰭
左
板
と
は

左
の
鰭
也
。
是
を
お
も
向
の
ひ
れ
と
云
、
一
説
に
煎
酒
を
か
く
る
と
云
り
。 

 



腹
煎
之
事 

○
腹
煎
と
は
鯉
を
丸
な
が
ら
切
り
、
腹
共
に
塩
と
酒
と
に
て
煎

せ
ん
じ

て 

腹
と
ハ
ラ
モ
に
て
あ
え
て 

上
え
い
り
、

酒
を
に
や
し
か
く
る
事
。
ハ
ラ
モ
と
は
白
腹
を
云
へ
り
。
是
も
土
器
に
銀
箔
を
置
て
盛
る
な
り
。
何
れ
も

盛
よ
う
は
見
合
わ
せ
少
宛
盛
べ
し
。 

又
曰
く
、
小
池
が
方
に
て
薄
躬
と
腹
を
細
く
た
た
き
あ
え
る
と
も
云
へ
り
。
大
双
紙
に
は
面
向
の
鰭
と
は
、

鯉
の
左
の
ひ
れ
也
。
外
向
と
は
右
の
鰭
な
り
。
総
て
か
よ
う
の
事
知
ら
ず
し
て
済
む
事
な
れ
ど
も
、
産
屋
引

目
行
う
節 

料
理
人
な
ど
差
し
図
に
支

さ
し
つ
か

え
る
事
有
て
は
あ
し
き
故
、
敢
て
記
し
置
也
。 

 

押
桶
之
事 

○
貴
人
な
ど
の
真
の
仕
方
に
は
産
婦
屋
に
も
産
屋
に
も
押
桶
を
一
対
宛
飾
る
也
。
右
寸
法
は
高
さ
壹
尺
二
寸

口
広
さ
九
寸
に
曲
物
を
拵
へ
、
木
に
て
し
た
る
輪
を
い
く
つ
も
入
れ 

白
粉
と
て
餅
の
粉
に
て
塗
り
、
其

の
上
に
胡
粉
に
て
松
竹
靍
亀
を
画
く
。
さ
て
出
産
あ
り
て 
直
に
胞

ほ
ぞ
の
お

を
右
の
押
桶
に
入
れ
、
引
目
の
場
に

て
鳴
弦
し
納
む
る
な
り
。 


 

伝
に
曰
く
、
四
季
の
土
用
に
産
れ
た
る
子
の
胞
を
を
ば
酒
に
ひ
た
し
置
て 

文
銭
一
年
の
数
程
入
れ
、



地
を
三
尺
三
寸
堀
て
納
む
る
事
あ
り
。
是
は
真
の
致
し
方
な
り
。 


 

又
曰
く
、
産
屋
に
妹
餅
と
て
一
年
の
数
程
餅
を
公
卿
に
盛
り
、
大
根
と
勝
栗
を
そ
の
上
に
盛
り
、
小

豆
の
汁
を
か
く
る
事
あ
り
。
こ
れ
は
天
子
の
后
な
ど
御
産
の
時
の
法
也
と
申
し
伝
う
。 

 
 



 
 



八
幡
棚
之
図 

 
 



弓
矢
掛
之
図 

尖
矢
二
本
。
も
っ
と
も
根
は
懐
中
す
る
柄
と
り 

こ
れ
に
掛
置
張
替
の
弓
左
張
候
て 

掛
置
く
替
矢
並
に
用

申
さ
ず
方
の
矢
也
。
用
る
弓
矢
は
一
度
々
々
に
清
め
用
う
べ
き
事
。 

（
私
に
曰
く
、
弓
二
張
尖
矢
二
本
用
る
矢
替
矢
と
も
二
手
、
都
合 

弓
二
張 

矢
六
本
な
れ
ば
弓
掛
け
を
別
に
致
す
方

が
然
る
べ
き
か
） 

 
 



○
弓
引
目
射
場
に
飾
り
置
く
。
射
手
は
弥
身
を
清
め
て
臨
産
の
左
右
を
待
な
り
。
さ
て
御
産
の
左
右
有

て
弓
を
張
る
な
り
。
御
産
の
左
右
無
き
う
ち
は
弛
し
弓
に
て
射
場
に
飾
り
置
く
。
其
の
身
は
精
進
潔

齋
に
て
待
つ
べ
き
事
第
一
な
り
。 

 

○
誕
生
の
左
右

承
う
け
た
ま
わ

り
、
昼
な
れ
ば
直
に
鳴
弦
。
夜
な
れ
ば
直
に
蟇
目
。
七
夜
の
夜
ま
で
七
日
七
夜
修

法
す
。
誕
生
時
刻
早
朝
な
れ
ば 

朝
の
五
つ
之
鳴
弦
よ
り
修
法 

七
夜
の
夜
明
け
七
つ
時
ま
で
に
て
七

日
七
夜
ち
ょ
う
ど
相
勤
る
也
。
も
し
、
誕
生
五
つ
時
過
候
時
は 

昼
の
九
つ
之
鳴
弦
よ
り 

初
る
付
八

日
目
の
朝
五
時
の
鳴
弦
に
て
仕
上
る
な
り
。
と
に
か
く
七
日
七
夜
の
分
一
度
も
抜
け
申
さ
ぬ
様 

修

法
す
る
事
な
り
。 

 

○
蟇
目
鳴
弦
修
す
る
時
刻
左
の
通
り 

 

昼 

鳴
弦 

辰
の
刻 

午
の
刻 
申
の
刻 

夜 

蟇
目 

戌
の
刻 

子
の
刻 

寅
の
刻 

 

○
又
男
子
誕
生
に
は
宵
に
三
度
。
夜
中
に
三
度
。
夜
明
け
に
三
度
。
引
目
相
行
べ
し
。
女
子
に
は
宵
に

三
度
。
夜
中
に
二
度
。
夜
明
け
に
三
度
な
り
。
男
子
は
以
上
九
度
の
陽
数
な
り
。
女
子
は
八
度
の
陰

数
也
。
男
は
真
、
女
は
草
。 



又
伝
に
曰
く
、
子
生
ま
れ
て
七
夜
に
な
る
ま
で
は
穢
れ
有
て 

な
ま
く
さ
き
臭
気
有
り
。
故
に
其
の
臭

に
附
て
狐
狸
の
類
妖
怪
を
な
す
故 

そ
の
祓
い
の
爲
に
貴
人
の
産
屋
に
は
夜
は
蟇
目
、
昼
は
鳴
弦
を
行

う
。
略
に
は
鳴
弦
ば
か
り
す
る
也
。 

 

○
第
一 

神
前
に
燈
明
を
灯
す 

お
お
よ
そ
射
始
め
に
灯
し
、
修
法
終
て
燈
明
を
消
し
、
這
い
入
る
也
。 

 

○
第
二 

弓
張 


 

弓
を
張
る
に
は
得
方
に
向
い
て
張
る
べ
し
。
さ
り
な
が
ら
其
の
年
の
得
方
、
産
婦
の
居
の
方
か
又
は

北
の
方
な
ら
ば
張
る
べ
か
ら
ず
。
玉
女
の
方
に
向
い
て
張
る
べ
し
。
玉
女
の
方
と
は
其
の
日
の
え
と

よ
り
五
つ
目
に
当
た
る
を
玉
女
と
云
い
、
得
方
と
玉
女
と
両
段
な
り
。
玉
女
は
得
方
の
用
ひ
難
き
時

の
替
り
に
用
ゆ
べ
き
方
と
覚
え
る
べ
き
也
。
さ
て
弓
を
張
な
か
ら
「
八
幡
大
菩
薩
」
と
三
返
唱
ふ
。 

 

 



又
千
早
振
之
和
歌
を
唱
う 

 

千
早
振
神
の
玉
垣
に
弓
張
り
て
向
矢
先
に
悪
魔
来
ら
し 

 
又
弦
に
よ
り
を
か
く
る
向
へ
二
つ
、
前
へ
二
つ
、
是
を
陰
陽
の
よ
り
と
云
う
。 

伝
に
曰
く
、
魔
障
又
は
霊
を
退
く
る
時
の
弓
張
に
は
弦
を
向
へ
ば
か
り
縒よ

る
也
。 

（
私
に
曰
く
、
右
の
如
く
弓
を
張
り
、
弓
掛
け
に
立
て
置
く
神
前
に
至
る
な
ら
ん
） 

 

○
第
三 

八
幡
棚
の
前
に
至
り
神
拝
を
な
す 

或
い
は
曰
く
、
神
前
を
拝
し 

黒
札
を
戴
く
。 

 

○
第
四 

前
菰
に
坐
す 

後
ろ
菰
の
銚
子
の
外
を
廻
り
前
菰
に
坐
す
。
射
菰
に
向
ふ
こ
の
時 

介
添
、
三
方
に
熨
魬
を
の
せ
出
て
、

射
手
の
前
に
置
き
、
射
手
右
の
手
に
て
熨
魬
二
筋
取
り
戴
き
懐
中
す
る
也
。 

伝
に
曰
く
、
す
べ
て
的
と
射
菰
の
間
を
通
る
事
を
禁
ず
る
な
り
。
そ
れ
故
外
の
方
を
廻
る
と
あ
り
。 



 
○
第
五 

射
菰
に
坐
す 

射
菰
の
上
に
坐
し
、
的
に
向
て
両
手
に
て
扇
を
と
り 

再
拝
す
。
九
字
護
身
法
を
為
す 

。 

但
し
、
九
字
護
法
は
真
言
の
僧
に
よ
り
て
伝
授
を
受
へ
し
。 

 
 

次
に
的
を
見
て
両
足
を
組
み
円
相
を
な
す
。 

伝
に
曰
く
、
円
相
と
は
、
ま
ど
か
な
る
形
に
成
り
て
心
気
を
納
む
る
の
一
つ
な
り
。
あ
ぐ
ら
を
か
き
て

足
を
組
み
膝
の
上
に
手
を
置
き 

気
を
リ
ン
と
張
り
息
を
つ
め 

天
地
一
杯
の
気
と
な
る
。
是
を
円
相
と

云
な
り
。 

 
 

次
に
諸
天
童
子
の
四
句
を
唱
ふ 

 

 
 

諸
天
童
子
以
爲
給
仕 

若
人
惡
詈
口
則
閉
塞 

刀
杖
不
加
毒
不
能
害 

遊
行
無
畏
如
獅
子
王




 

次
に
嵐
吹
之
和
哥 

嵐
吹

ふ

き

外
山
の
煙
の
こ
り
な
く
向

む
か
い

悪
魔
を
射
拂
に
け
り 

 
 

次
に
拍
手
三
返
打
な
り 

或
曰
く
、
拍
手
と
は
、
左
右
の
手
の
五
指
を
く
み 

胸
に
あ
つ
る
な
り
。
扇
子
を
握
り
持
つ
を
扇
子
拍
手
と
云
也
。 

又
曰
く
、
拍
手
の
文 

 

唵 

縛 

曰 

羅 

多 

吽 

洋 

吒 


 

次
に
弾
指 

伝
に
曰
く
、
弾
指
と
は
、
人
さ
し
指
の
頭
を
大
指
に
て
押
へ
弾
く
。
左
右
三
返
づ
つ
、
皆
心
気
を
こ
め
て
為
す
べ
し
。 


 

次
に
印
相
を
為
す 

伝
に
曰
く 

 

   
 

ヲ
ン 

バ    

サ   

ラ   

タ   

ウ
ン 

バ
ツ  

タ 

無
所
不
至
之
印 

光
明
真
言 

唵オ

ン

ア
ボ
キ
ャ
ビ
ロ
シ
ャ
ナ
マ
カ
ボ
ダ
ラ
マ
ニ
ハ
ン
ド
マ
ジ
ン
ハ
ラ
ハ
リ
タ
ヤ
ウ
ン 

知
刃
之
印  

大
日
真
言 

唵オ

ン

ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ハ
サ
ラ
グ
ト
バ
ン 

外
獅
子
王
之
印 

不
動
真
言 

ナ
マ
サ
マ
ダ
バ
サ
ラ
ナ
ン
セ
ン
ダ
マ
ロ
シ
ャ
ナ
ソ
ク
ダ
ヤ
イ
ン
タ
ラ
ナ
カ
ン
マ
ン 



○
第
六 

的
に
至
り
拝
す 

伝
に
曰
く
、
的
の
前
に
至
り
矢
中
り
の
疊
の
藁
を
一
筋
抜
き
両
手
に
て
切
り
後
ろ
へ
三
度
な
げ
る
。
銭
切

散
米
の
心
な
り
。
こ
こ
で
覚
（
南
無
歸
命
本
覚
本
有
如
來
）
と
八
幡
を
唱
え
（
南
無
歸
命
八
幡
大
菩
薩
）

一
拝
す
。 

或
は
曰
く
、
是
は
祓
な
り
。
我
が
身
を
祓
ふ
心
に
て
左
右
と
首
の
上
よ
り
後
ろ
の
方
へ
と
以
上
三
度
藁
を

爪
に
て
切
て
投
る
な
り
。 

 

○
第
七 

前
菰
に
坐
す 

伝
に
曰
く
、
前
菰
に
立
か
え
り 

上
坐
に
す
わ
り 

懐
中
よ
り
弽
を
取
出
し
懸
る
。
そ
れ
よ
り
扇
を
右
の
手

に
持
ち
、
左
の
大
指
の
爪
先
を
食
指

つ
ぎ
の
ゆ
び

（
人
差
し
指
）
に
て
お
さ
え
進
む
心
気
を
こ
む
る
也
。 

 

○
第
八 

射
菰
に
坐
す 

伝
に
曰
く
、
射
菰
の
上
坐
に
的
に
向
ひ
坐
す
時
に 

介
添
、
弓
矢
を
持
ち
出
渡
す
。
請
取
て
弓
の
末
弭
を



さ
げ
て
持
ち
、
鏑
を
弦
の
下
へ
な
し
て
持
ち
、
そ
れ
よ
り
進
て
射
菰
の
中
に
至
る
。 

或
は
曰
く
、
弓
は
弣
を
持
ち 

弦
を
外
へ
な
し 

裏
彇
を
提
て 

常
の
如
く
持
つ
也
。
矢
は
引
目
を
前
へ
な

し 
射
付
の
節
を
持
ち 

弦
の
内
に
持
ち
添
ゆ
る
也
。
但
し
誕
生
引
目
の
外
は
弦
の
外
へ
持
ち
添
ゆ
る
也
。 

 

○
第
九 

射
菰
之
中
に
至
る 

伝
に
曰
く
、
射
菰
の
中
に
至
る
ま
で
七
足
の
返
閉 

七
足
の
返
閉
と
は
、
足
に
心
気
を
こ
め
、
し
か
り
と
踏
つ
け
踏
付
し
て
射
菰
の
中
ま
で
至
る
な
り
。
是

至
極
の
心
気
を
強
く
し
て
力
足
を
踏
む
心
な
り
。
狭
き
所
は
五
足
に
も
三
足
に
も
す
る
な
り
。 

  次
に
座
し
て
、
弓
矢
を
ひ
じ
に
か
ら
み 

右
の
手
に
て
疊
紙
を
出
し
、
其
の
上
に
扇
を
抜
き
、
三
間
開
き

置
く
。
素
襖
の
紐
を
解
く
。
爰
に
て
灯
火
を
消
す
。
但
し
神
燈
は
消
さ
ず
。 

或
は
座
し
て
弓
矢
を
下
に
置
て
よ
し
。
と
も
い
へ
り
。 

 

又
曰
く
、
射
場
へ
出
て 

前
後
の
菰
の
間
に
両
膝
を
突
て 

弓
の
裏
弭
を
地
に
付
け
、
矢
を
ば
弓
に
大
指



に
取
添
へ
、
左
の
臂
と
膝
に
て
挟
み
、
右
の
手
に
て
扇
を
抜
き 

要
を
我
方
へ
な
し 

前
菰
の
端
に
置
く
。

本
式
は
末
広
な
れ
ど
も
当
世
は
常
の
扇 

然
る
べ
き
也
。
置
く
時
は
三
間
開
き
置
く
べ
し
。
次
に
疊
紙

を
取
出
し 

扇
の
上
に
筋
違
て
置
く
な
り
。
疊
紙
と
は
今
の
鼻
紙
入
と
心
得
べ
き
。
出
す
時
は
矢
を
ば

弓
に
取
添
へ
、
左
の
大
指
に
て
取
り 

左
の
臂
と
膝
に
て
挟
み 

こ
こ
に
て
観
念
を
な
す
。 

 

或
は
曰
く
、
的
に
向
ひ
蹲
踞
し
、
さ
て
弓
に
引
目
を
取
添
へ
、
右
手
を
以
て
素
襖
の
紐
を
解
き
、
疊
紙

を
取
出
し 

扇
を
開
き 
上
に
置
く
。
（
略
す
る
時
は
麻
上
下
を
用
ゆ
る
故
紐
捌
き
な
し
） 

私
に
曰
く
、
こ
の
所
に
て
左
の
行
い
を
為
す
事
故 

弓
矢
を
下
に
置
く
の
説
可
な
ら
ん
。 

 

或
は
曰
く
、
火
を
消
さ
ず
に
雲
お
お
い
と
て
曲
物
を
紙
に
て
は
り
て 

灯
火
掛
く
る
事
も
あ
り
。 

 次
に
如
獅
子
王 

伝
に
曰
く
、
獅
子
王
は
至
て
猛
く 

す
る
ど
く
し
て 

威
の
あ
る
け
だ
も
の
也
。
引
目
を
行
ふ
時
の
心
気 

至
極
す
る
ど
く 

猛
く
し
て
、
心
気
一
杯
満
ち
、
吾
一
躰
に
金
気
を
奮
ひ
起
す
是
獅
子
王
の
躰
な
り
。

金
気
と
は
至
て
堅
く
鋭
と
な
る
気
な
り
。 



 
次
に
月
日
の
躰 

伝
に
曰
く
、
是
も
至
て
鋭
に
し
て
天
地
一
杯
な
る
と
こ
ろ
の
心
気 

吾
一
躰
に
満
ち
渡
る
な
り
。
天
地

一
杯
の
心
気
と
成
る 

是
月
日
の
躰
な
り
。 

 

次
に
本
覚
心 

伝
に
曰
く
、
是
は
獅
子
王
月
日
の
躰
に
て
天
地
一
杯
に
心
気
満
た
る
上
に
、
右
の
心
気
鋭
に
強
き
心
を

本
覚
の
心
を
以
て
納
む
る
也
。
是
如
来
心
な
り
。
本
覚
は
素
覚
ゆ
る
の
心
な
り
。
本
よ
り
さ
と
り
て
見

る
時
は
本
よ
り
我
に
来
る
が
如
し
。
是
則
如
来
な
り
。
こ
の
如
来
心
を
形
に
し
て
見
れ
ば
目
八
分
に
し

て
片
よ
る
事
な
く
象
正
し
く
し
て
心
気
は
天
地
一
杯
な
り
。
鋭
く
強
く
天
地
一
杯
の
心
気
を
如
来
心
を

以
て
観
念
し
て
悟
り
、
心
気
を
納
め
て
引
目
を
行
ふ
な
り
。
如
獅
子
王
、
月
日
之
躰
、
本
覚
心
、
皆 

心

中
に
唱
へ
て
其
の
躰
を
な
す
。
皆
三
返
づ
つ
唱
え
へ
し
。 

 



次
に
観
念
祈
念 

私
に
曰
く
、
こ
の
観
念
祈
念
は
右
本
覚
心
の
伝
の
内
に
有
ら
ん
か
。 

 

○
第
十 

弓
弦
を
祭
る 

伝
に
曰
く
、
本
弭 

末
弭
を
握
り
、
八
幡
大
菩
薩
と
二
返
宛
唱
へ
戴
く
。
弦
も
同
様
に
上
中
下
を
祭
る
。

こ
の
時
、
介
添 

灯
火
を
灯
す
。
も
っ
と
も
燈
明
の
火
に
て
灯
す
な
り
。 


 

或
は
曰
く
、
七
足
返
閉
過
ぎ
て
灯
火
を
消
し
、
観
念
終
て
弓
立
の
前
に
灯
さ
せ
、
さ
て
的
割
を
す
へ

し
。
消
す
も
灯
す
も
皆 

介
添
え
に
申
付
べ
し
。 

（
私
に
曰
く
、
こ
の
説
に
因
る
時
は
弓
弦
を
祭
る
は
未
だ
火
を
灯
さ
ざ
る
以
前
な
る
べ
し
） 

 

○
第
十
一 

弓
を
持
て
立 

開
足 

つ
ぼ
む
足 

的
割
を
な
す 

○
或
は
曰
く
、
蠩た

こ

目
を
右
へ
取
移
し
、
弣
の
上
を
持
ち
三
つ
金
輪
に
立
つ
。 



爰
に
て
紐
を
納
る
事
常
の
如
し
。
さ
て
一
足
に
立
っ
て
男
は
つ
ぼ
む
足
、
女
子
に
は
開
く
足
踏
。
左

の
手
に
持
た
る
弓
の
裏
弭
を
右
の
方
へ
し
て
身
の
真
中
に
横
た
え
弦
を
上
に
し
て
弣
よ
り
四
五
寸
上

を
持
ち
、
矢
は
中
指
名
無
指
小
指
に
て
持
つ
。
弓
は
大
指
に
て
持
添
る
也
。 

（
私
に
曰
く
、
弓
矢
を
臂
に
か
ら
ま
ず
下
に
置
て
観
念
を
致
す
時
は
則
、
こ
の
一
足
に
立
つ
時
に
は
弓
矢
を
左

右
に
別
て
持
ち
て
可
也
。
持
添
ゆ
る
に
及
ば
ず
。
そ
れ
よ
り
小
足
済
て
蹲
踞

つ

く

ば

う

時
、
弓
を
も
右
手
に
持
添
へ
肌
を

脱
て
可
な
ら
ん
か
） 

 ○
爰
に
て
的
割
と
云
伝
授
有
り
。
其
の
時
一
足
に
踏
揃
へ
た
る
足
を
男
子
誕
生
の
時
は
左
よ
り
初
て

踏
出
し
、
爪
先
を
内
に
し
て
三
足
。
小
足
共
に
五
足
。
爰
に
て
素
襖
の
袖
を
納
る
也
。 

 


 

伝
に
曰
く
、
男
子
に
つ
ぼ
む
足
、
女
子
に
開
く
足
。
つ
ぼ
む
足
と
は
内
八
文
字
の
陰
な
り
。
開
く

足
と
は
外
八
文
字
に
し
て
陽
也
。
男
に
陰
の
足
、
女
に
陽
の
足
。
是
陰
陽
合
体
の
心
也
。 

 
 

伝
に
曰
く
、
的
割
と
は
弓
の
大
中
を
弓
手
に
持
握
り
、
下
を
右
の
手
に
持
ち
、
的
に
末
弭
を
当
て

つ
見
割
る
心
な
り
。 

 
 

或
は
的
割
と
は
左
の
手
に
て
弓
を
横
た
え
、
吾
眼
通
り
に
弦
を
上
え
な
し
て
是
を
持
ち
、
的
の
真

中
を
見
割
て
、
さ
て
弓
を
立
つ
べ
し
。
是
を
的
割
と
云
な
り
。
こ
の
時
矢
を
ば
其
の
ま
ま
右
に
持



て
居
べ
し
と
云
へ
り
。 

 ○
次
に
蹲
踞
ひ 

肌
を
脱
ぎ 

矢
を
関
す 

 
 

或
は
曰
く
、
左
膝
を
突
き 

右
膝
を
側
立
て
、
肌
を
脱
ぎ 

左
の
紐
革
を
刀
の
鞘
へ
廻
し
、
帯
に
挟

み 

右
は
内
衣
と
素
襖
の
間
へ
納
め
、
左
に
て
握
を
取
り 

弓
を
横
た
へ 

弦
を
上
に
し 

的
割
を
な

し
、
さ
て
矢
を
持
ち 

常
の
如
く
弓
を
立
て 

衣
紋
を
繕
ひ
立
つ
。 

 

（
或
は
記
に
曰
く
、
左
の
膝
を
突
き 

右
の
膝
を
立
て
て
弓
を
右
手
に
移
し
、
引
目
を
矢
摺
に
持
添
て 

木
箸
を

左
の
膝
元
へ
突
立
て 

素
襖
の
膚
を
脱
べ
し
。
必
ず
小
袖
の
膚
を
ぬ
ぐ
べ
か
ら
ず
。
さ
て
弓
を
取
て
握
り 

矢
を

つ
が
へ
、
的
の
前
を
ね
ら
い
て
ヒ
ョ
ウ
と
放
つ
や
い
な
弓
倒
し
す
べ
し
。
弓
倒
し
と
は
鳥
打
を
地
に
打
付
当
る

な
り
。
打
当
る
拍
子
は
ひ
ゃ
う
は
つ
た
り
と
云
う
拍
子
也
） 

 

○
第
十
二 

立
て
足
踏
を
定
む
る 

○
或
は
曰
く
、
引
目
は
何
の
引
目
を
行
ふ
と
も
立
に
て
ば
か
り
行
う
也
。
鳴
弦
も
同
事
也
。
然
れ
ど

も
事
に
よ
り
蹲
踞
て
も
致
す
也
。 

 



○
第
十
三 

打
上
げ 

○
伝
に
曰
く
打
上
く
る
時
、
八
幡
大
菩
薩 

住
吉
大
明
神
を
唱
ふ
。
其
の
儘
引
込
む
。 

 

○
第
十
四 
放
つ 

□
弓
は
射
手
の
力
よ
り
弱
き
が
よ
し
。
五
歩
五
厘
ま
で
也
。
弓
は
弱
く
と
も
心
気
一
ぱ
い
満
て
射
出
す
べ
し
。
矢
は
的
に
中
て
ず
、
射
下
げ
る
な

り
。
も
っ
と
も
余
程
引
て
射
出
さ
ね
ば
的
間
近
き
故
引
目
鳴
ら
ず
。
蟇
目
の
鳴
が
第
一
な
れ
ば
其
の
程
合
あ
し
ら
い
て
射
放
つ
也
。
是
に
よ
っ

て
弓
力
の
弱
き
を
用
ゆ
る
な
り
。 

○
伝
に
曰
く
、
こ
の
時
は
的
に
射
中
て
る
べ
か
ら
ず
。 

○
又
曰
く
、
蟇
目
を
射
る
に
伏
弓
に
す
る
は
心
気
強
く
貫
く
爲
な
り
。
弓
を
引
込
み 

少
し
弓
を
伏

せ 

物
見
を
つ
め
る
時
は
心
気
健
に
し
て
物
を
見
る
事
仕
安
き
也
。 

 

□
伝
に
曰
く
、
弓
た
お
し
ヒ
ョ
ウ
は
っ
た 

当
代
口
伝
と
は 

当
代
は
弓
を
た
お
し
な
し 

然
れ
ど
も
弓
倒
し
の
如
く
筈
を
打
付
る
也
。
心
気
の
抜

ぬ
様
に
致
す
べ
き
事
第
一
也
。 

 ○
伝
に
曰
く
、
射
放
つ
と
直
に
繆へ

う

登は

つ

た
り
と
弭
を
打
付
る
な
り
。
是
其
の
射
る
障
礙
を
必
死
と
射
付

る
心
な
り
。
拍
子
大
秘
事
也
と
有
り
。
心
気
の
抜
け
ぬ
様
に
ひ
し
と
打
付
べ
し
。 

 

□
私
に
曰
く
「
へ
う
」
と
は
、
矢
の
行
く
音
。
「
は
っ
た
り
」
と
は
、
弓
を
打
付
る
音
な
ら
ん
。 

伝
に
曰
く
、
異
国
に
は
桑
の
弓 

蓬
の
矢
に
て
天
地
四
方
を
射
る
と
云
う
事
あ
れ
ど
も
、
和
国
に
て
は
神
代
よ
り
伝
わ
る
所
の
弓
は
始
は
天
之
加
古

か

こ

弓
、

矢
の
羽
々
矢
也
。
故
に
是
の
弓
矢
に
て
射
る
心
に
て
観
念
す
へ
き
な
り
と
云
へ
り
。 

 



射
納

お
さ
め

て
前
の
ご
と
く
的
割
を
す
る
な
り
。
素
襖
の
袖
紐
納
様
、
常
の
ご
と
し
。 

但
し
男
子
な
ら
ば
、
先
一
番
に
外
向
を
射
て
、
二
度
目
に
内
向
、
三
度
目
に
亦
外
向
を
射
べ
し
。 

女
子
の
時
は
、
先
内
向
、
外
向
を
射
て
、
三
度
目
は
内
向
を
射
る
。
と
云
な
れ
ど
も
当
流
に
て
は 

男
子
は
以
上
九
度
女
子
に
は
八
度
也
。 

 

○
第
十
五 

的
割
を
し
て
座
し
て
素
襖
の
袖
紐
を
納
む 

長
上
下
の
時
は
常
の
如
く
肌
を
入
れ
る
也
。 

伝
に
曰
く
、
座
し
て
武
運
長
久
如
意
安
全
天
長
地
久
御
願
円
満
御
男
子
（
女
子
）
誕
生
御
息
災
御
延
命

と
唱
へ
て
弓
を
戴
き
、
介
添
へ
渡
し
、
扇 

畳
紙
を
前
の
如
く
に
納
む
る
な
り
。 

 

○
第
十
六 

前
菰
に
座
す 

伝
に
曰
く
、
前
菰
に
帰
り
座
し
、
弓
弽
を
は
づ
し
（
或
は
曰
く
、
こ
の
時
八
幡
棚
に
行
き
、
神
拝
し

守
護
の
黒
札
を
戴
く
と
云
へ
り
）
的
を
拝
す
。
そ
れ
よ
り
後
ろ
の
菰
の
方
へ
向
て
居
直
る
べ
し
。 

 



○
第
十
七 

引
渡 

こ
の
時 

酌
取
り
三
方
に
三
つ
盃
を
居
て
向
ふ
。
両
手
に
て
請
取
り
戴
き
、
少
し
吾
が
左
の
方
へ
寄
せ

て
置
べ
し
。
三
つ
盃
を
ば
小
角
共
に
三
方
の
上
に
て
少
し
吾
が
右
へ
寄
せ
、
左
の
方
へ
三
つ
盃
を
取

り
卸
し
、
小
角
を
三
方
よ
り
取
り
菰
の
上
へ
卸
し
、
三
つ
盃
を
右
の
小
角
に
置
き
二
献
請
て
呑
む
。

加
て
二
献
の
時
引
渡
を
出
す
。
盃
を
小
角
の
上
に
置
き
熨
魬
昆
布
を
喰
ふ
。
其
の
後 

引
渡
し
を
取
か

へ
る
時
小
角
の
上
の
盃
に
て
又
受
て
呑
む
。
是
に
て
三
度
也
。
こ
の
盃
を
三
方
に
戴
せ
、
二
つ
を
ば

小
角
に
其
の
儘
な
り
。
其
の
時 

酌
取
り
後
の
菰
に
帰
る
。 

 

射
手
立
て
又
前
の
如
く
射
る
。
射
納
て
又
前
の
如
く
菰
に
帰
る
。
酌
取
始
め
の
如
く
に
向
ふ
時
、
右

小
角
の
上
の
盃
に
て
二
献
受
け
呑
む
時 
打
躬
を
土
器
に
盛
り
三
方
に
居
え
箸
を
添
え
て
出
す
。
土
器

と
も
に
取
り
箸
に
て
食
す
る
な
り
。
亦
盃
を
取
て
酒
を
呑
み
三
方
に
置
く
。
以
上
三
献 

其
の
時
酌
取

亦
後
の
菰
に
帰
る
。 

 

射
手
立
て
又
射
る
。
射
華(

放)

て
亦
前
の
菰
の
本
座
に
つ
く
時
、
酌
取
り
以
前
の
如
く
亦
向
ふ
。
其

の
時
小
角
に
残
り
た
る
一
つ
の
盃
に
て
受
て
加
へ
て
二
献
呑
む
時 

打
躬
と
同
前
に
腹
煎
を
出
す
。
食



様
打
躬
と
同
前
也
。
亦
盃
を
受
て
一
献
以
上
三
献
。
是
に
て
三
々
九
度
也
。
小
角
三
方
に
戻
し 

本
の

如
く
盃
を
戴
か
せ
置
へ
し
。 

 

略
す
る
時
は
三
本
続
て
射
て
、
三
々
九
度
呑
む
事
も
あ
り
。 

右
略
の
時
、
三
本
続
け
射
る
時
は
ま
ず
射
放
弓
た
お
し
お
し
て
蹲つ

く

踞ば

い

、
待
つ
時
に
矢
取
り
矢
を
渡
す
。

三
本
同
様
に
射
る
。 

直
に
的
割
を
し
て
蹲
踞
ひ
肌
を
入
る
也
。
そ
れ
よ
り
以
下
本
式
同
様
前
菰
に
帰

り 

坐
し 

弓
弽
を
は
づ
し 

的
を
拝
し 

神
拝 

黒
札
を
戴
き 

前
菰
に
帰
り 

後
ろ
菰
の
方
へ
向
て
居

直
る
時 

介
添
、
引
渡 
銚
子
を
持
行
向
ふ
。
射
手
土
器
を
取
り
三
々
九
度
呑
む
。 

 

伝
に
曰
く
、
女
子
に
は
夜
の
九
つ
時
、
二
本
射
る
な
り
。
故
に
盃
も
二
献
な
り
。
一
献
に
一
度
つ
つ

加
へ
る
也
。 

（
酌
取
加
へ
の
作
法
立
居
振
廻
尋
常
の
式
な
り
） 

 

 
 



○
第
十
七
下 

 

射
菰
の
上
座
に
居
り 

的
を
拝
し 

迷
胡
の
文
を
唱
て

射
場
を
出
る
也 

迷
胡
三
界
城 

悟
故
十
方
空 

本
来
無
東
西 

何
處
有
南
北 

□
伝
に
曰
く
、
三
界
城
と
は
欲
界
色
界
無
色
界
の
三
界
な
り
。
又
貧
欲
深
意
愚
智
の
三
毒
の
三
つ
物
に
迷
ふ
が
故
に
と
云
事
。
三
界
城
と
は
城
は
物
を

ま
と
い
包
て
あ
る
物
な
れ
ば
、
三
界
に
か
ら
ま
れ
た
る
心
な
り
。
悟
故
十
方
空
は
悟
る
時
は
一
地
一
杯
の
気
也
。
天
地
に
気
満
た
る
時
は
四
方
の
隅

ま
で
も
残
る
処
な
く
し
て
心
満
渡
る
時
は
則
空
也
是
佛
體
也
。
本
来
は
自
性
也
。
本
よ
り
我
に
我
を
迎
へ
て
心
気
一
杯
に
満
た
れ
ば
東
西
南
北
な
し
。

迷
故
に
こ
そ
障
礙
も
災
を
為
す
。
心
気
満
た
る
所
に
て
爲
ぬ
鳴
弦
な
れ
ば
障
礙
を
去
る
事
疑
な
し
。 

 

右
は
一
度
の
射
儀
也
。
こ
の
後
又
夜
半
に
一
度
、
夜
明
に
一
度
、
以
上
三
度
也
。
も
っ
と
も
男
子
女

子
の
差
別
あ
り
。 


